
 

１．はじめに 
北海道縦貫自動車道落部～八雲間は、内浦湾(噴火湾)に沿って建設し 

平成２１年１０月１０日に開通した。 

本地域は、全国でも有数のホタテ特産地で知られ、加工後に排出さ 

れるホタテ貝殻の処理が課題となっている。 

ＮＥＸＣＯ北海道支社では、地元副産物を有効活用することで地域貢 

献ができると考え、アスファルト安定処理路盤への適用検討を行った。 

本報告は、石粉の替わりにホタテ貝殻を使用し高速道路で初の試験 

施工を行ったので報告する。 

 

２. ホタテ貝殻粉末の性状 

検討試験に用いたホタテ貝殻粉末は、異物の 

除去が適切に実施され、道内で唯一電機分解に 

よるカドミニウム処理(含有量:5ppm 以下)が行 

われている鹿部町産を用いた。 

【外観比較】 

 

 

 

 

 
 

 

 

３．配合検討・試験練り結果 

既存配合の合成粒度を目標として骨材配合を決定 

(貝殻粉末使用率３％) 

      骨材配合及び合成粒度 

  配合種 骨材配合率 ％   

     既存配合 検討配合 Ａｓ安定処理混合物

材料名      

切込砕石 92.0 92.0 粒度範囲 

粗    砂 6.0 5.0   

貝殻粉末 - 3.0  （ＮＥＸＣＯ基準） 

石   粉 2.0 -   

37.5 ㎜ 100 100 95-100 

26.5 90.4 90.4 70-100 

19.0 81.2 81.2 55-90 

13.2 69.0 69.0 - 

合
成
粒
度 

9.5 59.2 59.2 30-70 

4.75 40.8 40.8 17-55 

2.36 31.4 31.4 10-42 

0.60 20.9 20.7 5-28 

0.30 13.8 13.3 3-22 

通
過
重
量
百
分
率 0.15 9.4 8.6 - 

％ 0.075 5.3 4.4 1-10 

ホタテ貝殻粉末のアスファルト安定処理路盤への適用検討 

位置図 

工事箇所 

鹿部町 

ホタテ貝殻粉末 石粉(石灰岩粉末) 

【性状比較】 

需給のバランスを

考慮し、最大粒径

1.2mm として製造

加工後に排出されたホタテ貝殻 
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0.075 0.3 2.360.6 37.526.54.75 19.09.5

合成粒度 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
■ホタテ貝殻粉末を用いた配合は、既存配合と同等以上の性状及び長期耐水性を確認した。 

４．試験施工結果 
【施工状況】 

・合材量(面積) 

約 2,000t 

約 10,500 ㎡ 

・ホタテ使用量 

約 60t 

 

【ﾛｰﾘｰ車に 

よる供給】                                         
                      

■ホタテ貝殻粉末を用いた混合物は、 

既存配合(石粉) と同等の締固め度、 

仕上がり面が得られた。施工特性も 
同様である。 

 

５．今後の課題 
アスファルト舗装工事へのホタテ貝殻 

の適用は未だ試験段階である。 
現時点の需要を考えると、広く一般に使 
用され工場のラインにより大量生産されている石灰岩粉末を用いた混合物と比べ人的作業の

多いホタテ貝殻粉末は若干割高となるのが実情である。今後、舗装用貝殻粉末の需要が拡大し、

設備の増強が図れれば省資源化だけでなく、コスト面でも大きな効果が期待できる。最後に、

施工者である㈱ＮＩＰＰＯと鹿部町、加工業者の㈱北海道スカラップの協力を頂き、深く感謝

いたします。 
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